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事業概要 株式会社日立製作所

間接補助事業の名称:「電池パスポート管理システム」の構築および実証

＜事業概要＞

＜実施体制図＞

「電池パスポート管理システム」の構築・実証を行い、社会実装に向けた機能開発と実運用課題の解決を行う。
• 経済産業省が示す「電池パスポートのデータ連携の仕組みに関するガイドライン（案）」に基づいた「データ連携システム」の構築
• 関連するステークホルダ・事業者と連携し、業界横断で使える協調領域の仕組みとして提供
• 実フィールド事業者との実証によりユースケース毎の実運用課題を整理し、電池資源の国内循環につなげる
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